
一

高
束
城
跡

高
塚
山
の
頂
上
一
帯
に
築
か
れ
た

中
世
の
城
跡
。

平
安
時
代
に
築
城
さ
れ
、
戦
国
時

代
に
松
永
久
秀
に
よ
り
落
城
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
頂
を
主

郭
と
し
て
曲
輪
や
土
塁
な
ど
の
縄
張

り
が
残
っ
て
い
ま
す
。
東
西
に
視
界

が
開
け
、
街
道
や
山
道
を
監
視
す
る

す
る
こ
と
が
で
き
る
要
衝
の
地
に
築

か
れ
た
城
で
す
。

二

猪
養
の
岡

吉
隠
村
の
上
方
、
鳥
見
山
か
ら
高

塚
山
の
稜
線
上
が
猪
養
の
岡
で
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
田
ん
ぼ

も
あ
り
、
里
山
の
風
景
が
広
が
る
よ

う
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

三

東
海
自
然
歩
道

鳥
見
山
か
ら
尾
根
伝
い
に
高
束
城

跡
を
経
て
初
瀬
ダ
ム
へ
下
り
、
長
谷

寺
へ
と
続
く
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で

す
。
古
く
か
ら
の
道
で
、
吐
山
方
面

か
ら
初
瀬
へ
抜
け
る
間
道
で
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

四

鳥
見
山
霊
畤
（
ま
つ
り
の
に
わ
）

鳥
見
山
（
宇
陀
市
）
は
、
神
武
伝

承
の
聖
地
で
す
。
は
じ
め
て
国
を
治

め
た
神
武
天
皇
が
、
皇
祖
神
を
お
祀

り
し
て
そ
の
御
礼
を
申
し
上
げ
た
と

こ
ろ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

五

吉
隠
陵

第
四
十
九
代
光
仁
天
皇
御
母
贈
皇

太
后
橡
姫
吉
隠
陵
と
し
て
、
宮
内
庁

の
陵
墓
に
治
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

紀
橡
姫
は
、
光
仁
天
皇
の
母
で
、

志
貴
皇
子
（
春
日
宮
天
皇
と
し
て
追

尊
）
の
妃
で
あ
り
、
『
延
喜
式
』
に

吉
隠
の
地
に
葬
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

陵
へ
登
る
石
段
は
、
二
百
五
十
二

段
あ
り
ま
す
。

六

穂
積
皇
子
の
万
葉
歌
碑

-

旧
吉
隠
小
学
校
の
木
造
校
舎-

旧
吉
隠
小
学
校
の
木
造
校
舎
は
、

現
在
公
民
館
と
し
て
区
民
の
集
い
と

憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
前
の
広
場
に
は
、
穂
積
皇

子
の
万
葉
歌
碑
（
揮
毫
者
は
、
作
家

で
初
代
文
化
庁
長
官
で
あ
っ
た
今
日

出
海
）
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

七

猫
坂

-

旧
初
瀬
街
道
の
道
標-

猫
坂
は
、
旧
初
瀬
（
伊
勢
｝
街
道

か
ら
村
の
中
に
入
る
小
さ
な
坂
道
で

す
。そ

の
名
の
通
り
坂
の
上
は
猫
の
背

の
よ
う
な
小
さ
な
丘
に
な
っ
て
い
て
、

村
中
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
坂
は
国
道
で
途
切
れ
て
い

ま
す
が
、
旧
街
道
と
の
辻
に
は
、
往

時
の
面
影
を
残
す
石
の
道
標
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

旧
初
瀬
街
道

の
道
標

高束城への
登山口です

棚田の撮影
ポイントです

棚田の撮影
ポイントです

初瀬谷と
奈良盆地
が一望

木造校舎が
懐かしいよ

旧街道の
面影が残
ります

なだらかな林間の
コースだよ

吉隠はみどころ
がいっぱい。私
が案内します

た
か
つ
か
じ
ょ
う

れ

い

じ

ね
こ
ざ
か

き
の
と
ち
ひ
め

し

き

の

み

こ

高塚山

鳥見山


